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BlueXPの優れた経済性を活用

テクノロジの更新を評価する

既存のアセットがあり、テクノロジの更新が推奨されるかどうかを判断するに
は、BlueXPの経済性に優れた機器更改（Tech Refresh）オプションを使用します。現在
のワークロードの簡単な評価を確認して推奨事項を確認することも、過去90日以内
にAutoSupportログをNetAppに送信した場合は、新しいハードウェアでのワークロード
のパフォーマンスを確認するためのワークロードシミュレーションを提供することもで
きます。

• [更新の確認テストを受ける]

• [新しいハードウェアでワークロードをシミュレート]

システムは、次の条件に基づいて機器更改（Tech Refresh）の候補とみなされます。

• テクニカルサポート契約の終了が近づいています

• ハードウェアライフサイクルの終了が近づいている

この機能には、BlueXPの経済効率化機能またはNetAppデジタルアドバイザからアクセスでき
ます。

更新の確認テストを受ける

この評価には、次の手順が含まれます。

• 評価するシステムを選択します。

• 環境、ワークロードの種類、容量、パフォーマンス、予算に関する要件を指定します。

• 環境のパフォーマンスを向上させる可能性がある適切な製品やクラウドサービスに関する推奨事項を確認
できます。

手順

1. BlueXPの左側のナビゲーションで、* Governance > Economic Efficiency > Tech Refresh *を選択します。
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2. [機器更改候補]タブには、機器更改のメリットがある可能性があるすべての作業環境が表示されます。

3. 評価を取得する作業環境を選択します。

4. [Actions]列で、*[Evaluate refresh]*を選択します。

5. 評価を実行するシステムを選択し、*[次へ]*を選択します。

6. 要件を定義します。

a. 環境：環境のタイプ（パブリッククラウド、ハイブリッドクラウド、オンプレミス）を選択します。
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b. ワークロード：ビジネスクリティカルなアプリケーション、ハイパフォーマンスな分析とコンピュー
ティング、データレイクとメディアのワークフロー、セカンダリストレージ、重要度の低いワークロ
ードなど、処理するワークロードのタイプをすべて選択できます。

c. 容量：必要な容量をTiB単位で入力するか、スライダをスライドして値に移動するか、スライダの値に
カーソルを合わせて*[次へ]*を選択します。

d. パフォーマンス：処理したいパフォーマンスの側面（レイテンシの最小化、IOPSの最大化、混在ワー
クロード、パフォーマンスの重要性なし）を選択し、*[次へ]*を選択します。
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e. 予算:予算を米ドルで入力するか、スライダーを値までスライドさせるか、スライダーの値にカーソル
を合わせて*次へ*を選択します。

選択したオプションのさまざまなタブに、一連の推奨事項が表示されます。

7. 推奨事項を確認します。

8. 次のいずれかまたは両方を実行します。

a. 推奨事項のPDFをダウンロードするには、*[ダウンロード]*を選択します。

b. 推奨事項についてNetAppの営業担当者に問い合わせるには、*営業に問い合わせる*を選択しま
す。Webページには、NetAppの営業担当者に連絡するためのオプションが表示されます。

9. [ 完了 ] を選択します。
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すでに実施されたテクノロジ更新評価を表示する

すでに実施したテクノロジ更新の評価を確認し、推奨事項を再度確認することができます。

手順

1. BlueXPの左側のナビゲーションで、* Governance > Economic Efficiency > Tech Refresh *を選択します。

2. [機器更改候補]タブを選択します。このタブには、機器更改の評価を受けたすべてのシステムが表示され
ます。次に、そのシステムの行の[アクション]メニューからを選択して、そのシステムの評価と推奨事項
を表示します。

3. [Evaluate refresh options]ページで、*[View recommendation]*を選択します。

4. 更新に関する推奨事項を表示します。

新しいハードウェアでワークロードをシミュレート

過去90日以内にAutoSupportログインをNetAppに送信した場合、NetAppはシミュレーションを提供して、新
しいハードウェアでのワークロードのパフォーマンスを確認できます。

特定のワークロードをシミュレーションに含めたり、シミュレーションから除外したりできます。既存のワー
クロードリストに表示されていないワークロードを追加することもできます。

手順

1. BlueXPの左側のナビゲーションで、* Governance > Economic Efficiency > Tech Refresh *を選択します。
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2. [機器更改候補]タブには、機器更改のメリットがある可能性があるすべての作業環境が表示されます。

3. 評価を取得する作業環境を選択します。

4. [Actions]列で、*[Evaluate refresh]*を選択します。

シミュレーションの準備として、ワークロードの詳細をインポートします。

ページ"]

5. [Simulate Workloads]>[Workload requirements]ページで、次の手順を実行します。

a. リストにまだ表示されていないワークロードを追加するには、*[ワークロードの追加]*を選択します。
詳細については、を参照してください [ワークロードを追加する]。

b. * IOPS *：必要に応じて、新しいハードウェアのIOPSを変更します。

c. 容量（TiB）：必要に応じて、新しいハードウェアの容量を変更します。

6. ワークロードを除外するには、[操作]列で*[シミュレーションからワークロードを除外する]*オプションを
選択します。

以前に除外したワークロードを含めるには、[除外するワークロード]*タブを選択し、[シミ
ュレーションにワークロードを含める]*オプションを選択します。
。「 * 次へ * 」を選択します。
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7. [Configuration]ページで、新しいハードウェアでシミュレートされた結果を確認します。

ページ"]

最良の推奨事項は、「最良」の表示で示されます。

8. 推奨事項のPDFをダウンロードするには、*[ダウンロード]*を選択します。

9. 推奨事項についてNetAppの営業担当者に問い合わせるには、次の手順を実行します。

a. [連絡先]*を選択します。

b. 連絡先の詳細を入力します。

c. NetApp営業担当者向けの特記事項を追加します。

d. [Confirm and submit]*を選択します。

10. [ 完了 ] を選択します。

結果

ワークロードシミュレーションの推奨事項がNetApp営業担当者に送信されます。また、推奨事項を確認するE

メールも送信されます。ご要望には、NetAppの営業担当者が対応いたします。

ワークロードを追加する

まだリストにないワークロードをワークロードシミュレーションに追加できます。

手順

1. BlueXPの左側のナビゲーションで、* Governance > Economic Efficiency > Tech Refresh *を選択します。
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2. 作業環境を選択します。

3. [Actions]列で、*[Evaluate refresh]*を選択します。

ページ"]

4. [ワークロードをシミュレート]>[ワークロード要件]ページで、*[ワークロードの追加]*を選択します。
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ページ"]

5. アプリケーションを選択し、ワークロード名を入力して、ワークロードサイズを選択します。

6. ワークロードの想定容量とパフォーマンスの値を入力します。

ワークロードサイズをsmall、typical、またはI/O負荷の高いものに選択した場合は、デフォ
ルト値が表示されます。

7. 必要に応じて、[Advanced options]の矢印を選択し、次の情報のデフォルト値を変更します。

◦ * Storage Efficiency *：一般的なデータ削減比率は2対1です。

◦ ランダムリード%：ランダムリードの一般的な平均IOサイズは16Kです。

◦ シーケンシャルリード%：一般的な読み取りパターンはランダム50%、シーケンシャル50%です。

◦ ランダムライト%：ランダムライトの一般的な平均IOサイズは32Kです。

◦ シーケンシャルライト%：一般的な書き込みパターンはランダム50%、シーケンシャル50%です。

容量の問題を確認して修正

キャパシティプランニングでは、現在と予測の両方で、環境内の容量が少ない領域を特
定します。BlueXPの経済性：AIを使用してデータ量の増大を予測し、計画プロセスを支
援します。Economic Efficiencyサービスは、お客様の環境内にあるこれらの容量の少な
い領域を特定し、問題の解決方法に関する推奨事項を提供します。

BlueXPの経済性を活用することで、次のような目標を達成できます。

• "キャパシティプランニングのステータスを確認します"

• "容量を追加します"

• "コールドデータをクラウドストレージに階層化し、ストレージを解放します"

• "アクションなしを選択し、再度確認するようにリマインダーを設定します"

キャパシティプランニングのステータスを確認します

環境内のストレージ資産の容量が、容量のしきい値である90%を下回っているか、下回
っていると予測される場合は、Economic Efficiencyサービスによって容量が少ないリソ
ースとして特定され、アラートが生成されます。また、Economic Efficiencyサービスで
は、データを階層化するか容量を追加するかを推奨します。

容量問題 の解決に役立つ次のタイプのデータを確認できます。

• プラットフォーム

• アセットが配置されている国

• 現在の容量と予測される容量（月別）

• 容量の使用率とパーセント
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• レイテンシのトレンド

• IOPSのトレンド

手順

1. BlueXPの左側のナビゲーションで、* Governance > Economic Efficiency > Capacity Planning *を選択しま
す。

2. アセットの*[Evaluate Storage Options]*を選択します。

3. 次のいずれかのオプションを選択します。

◦ 容量の追加：次に進みます "容量を追加しています"。

◦ コールドデータの階層化：次に進みます "コールドデータをクラウドストレージに階層化し、ストレー
ジを解放します"。

◦ アクションは必要ありません：次の手順に進みます "アクションなしを選択し、再度確認するリマイン
ダを設定します"。

容量を追加します

BlueXPの経済的効率化機能は、予測されるデータ増加量に基づいてAFF システムに関す
る推奨事項を提供します。予測を受け入れるか、独自の予測を入力できます。これに基
づいて、容量の増加予測を満たす、資産構成に最適な推奨事項が提示されます。

たとえば、既存のシリアル番号にシェルフを追加して容量を追加することを推奨します。

提案書は、見積もりのリクエストとして、または代替オプションのリクエストとして、ネットアップの営業チ
ームに簡単に提出できます。

手順

1. BlueXPの左側のナビゲーションで、* Governance > Economic Efficiency > Capacity Planning *を選択しま
す。

2. アセットの*[Evaluate Storage Options]*を選択します。

3. [容量の追加]*を選択します。

アセットのデータが表示されます。

◦ 予測、利用率、レイテンシのトレンド、IOPSのトレンドを確認します。

◦ 推奨事項を確認するには、*[ストレージオプションの評価]*を選択します。

[Define Capacity Requirements]ページには、現在の容量予測と予測される容量予測、および予測され
る増加に基づいて推奨される増設用ストレージが表示されます。

4. 右側のオプションのいずれかを選択します。

◦ *予測される増加率*に基づいて追加ストレージを推奨し、必要に応じてバッファパーセンテージを追
加します。

◦ *カスタムデータの増加に基づいてアドオンストレージを推奨*し、推奨される容量ではなく、必要な
合計アドオン容量を入力します。
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5. 「 * Continue * 」を選択します。

一連の推奨事項が表示されます。

6. 選択したアセットのシリアル番号に関する推奨事項を確認します。

7. 次のいずれかを実行します。

◦ 推奨事項を受け入れるには、*[次へ]*を選択します。リクエストはネットアップの営業エキスパートに
送信され、ネットアップの営業エキスパートがお客様と連携して、必要な追加容量を確保します。

◦ 別のオプションをリクエストするには、[代替オプションのリクエスト]*を選択し、リクエストを入力
して[電子メールの送信]*を選択します。ネットアップの営業エキスパートが容量要件に対応するため
にご連絡するEメールが送信されます。

8. 追加容量の申請を確認し、*[確認して送信]*を選択します。

[Capacity Planning Status]ページが表示されます。

9. [Capacity Planning Status]ページでステータスを確認します。

コールドデータをクラウドストレージに階層化し、ストレージ
を解放します

BlueXPの経済的効率化機能は、予測されるデータ増加量に基づいて推奨事項を提供しま
す。予測を受け入れるか、独自の予測を入力できます。これに基づいて、予測される容
量増加を満たす、ストレージ資産の構成に最適な推奨事項が提示されます。たとえば、
コールドデータをクラウドストレージに階層化して容量を解放することを推奨します。
これにより、もう1つのBlueXPサービスであるNetApp BlueXP階層化への接続が開始さ
れます。

そこからデータを階層化し、BlueXPの経済性に簡単に戻って他のシステムに対処できます。

クラウド階層化プロセスには次のプロセスが含まれます。

• コネクタを展開します

• クラスタを検出

• クラウドへの階層化をセットアップする

手順

1. BlueXPの左側のナビゲーションで、* Governance > Economic Efficiency > Capacity Planning *を選択しま
す。

2. アセットの*[Evaluate Storage Options]*を選択します。

3. [コールドデータを階層化]*を選択します。

4. 次の手順は、BlueXP Connectorを導入済みでクラスタが検出されているかどうかによって異なります。

◦ BlueXPコネクタを導入する必要がある場合は、該当するBlueXPのドキュメントを参照してください "

コネクタの作成方法"。それ以外の場合は、既にコネクタをデプロイしている場合、コネクタをデプロ
イするオプションは表示されません。
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◦ サービスでクラスタを検出する必要がある場合は、を参照してください "オンプレミスのONTAP クラ
スタを検出"。そうしないと、クラスタがすでに検出されている場合、クラスタを検出するオプション
は表示されません。

BlueXPの優れた経済性により、BlueXP階層化サービスへの接続が開始されます。

5. [コネクタの追加]*を選択します。

6. クラウドプロバイダを選択し、*[続行]*を選択します。

7. または[導入にスキップ]*を選択します。

コネクタの導入後、BlueXP階層化サービスがクラスタを検出します（まだ検出されていない場合）。

8. クラスタが検出されたら、階層化をセットアップします。

階層化の詳細については、を参照してください "BlueXP階層化ドキュメント"。

もう一度確認するようにリマインダーを設定します

容量を追加したりコールドデータを階層化したりするのではなく、現時点では対処不要
で、30日、60日、90日後に再度確認するようにリマインダを設定できます。

手順

1. BlueXPの左側のナビゲーションで、* Governance > Economic Efficiency > Capacity Planning *を選択しま
す。

2. アセットの*[Evaluate Storage Options]*を選択します。

3. [アクションは必要ありません]*を選択します。

4. 容量不足の可能性がある問題 について、再通知を受けるタイミング（30日、60日、90日）を選択しま
す。

5. [ 保存（ Save ） ] を選択します。

結果

この時間が経過すると、リスクのリストに再びリスクが表示されます。
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